
問

ア
マ
ゾ
ン
民
族
館
が

閉
館
し
て
間
も
な
く
３
年

に
な
る
。

ア
マ
ゾ
ン
資
料
は
本
市

在
住
の
山
口
良
彦
氏
が
10

年
に
わ
た
っ
て
研
究
・
収

集
し
た
も
の
で
、
ア
マ
ゾ

ン
関
係
の
資
料
と
し
て
は

世
界
有
数
の
も
の
と
評
さ

れ
て
い
る
。

現
在
、
３
万
点
に
及
ぶ

貴
重
な
民
族
・
生
物
資
料

の
引
き
受
け
先
は
決
ま
っ

て
お
ら
ず
、
出
羽
庄
内
国

際
村
内
の
専
用
収
蔵
庫
に

保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。

収
蔵
期
限
が
今
年
度
末

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
受
け
先
が
決
ま

ら
な
い
場
合
は
収
蔵
期
限

を
延
長
し
、
引
き
受
け
先

が
決
ま
る
ま
で
支
援
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

世
界
で
も
有
数
の
規
模

の
貴
重
な
資
料
と
し
て
、

市
が
譲
渡
を
受
け
活
用
す

る
べ
き
と
思
う
が
。

企
画
部
長

こ
れ
ま
で

「
一
体
で
の
譲
渡
」
「
有

償
に
よ
る
譲
渡
」
「
学
術

目
的
で
の
譲
渡
」
の
３
つ

の
条
件
で
引
き
受
け
先
を

検
討
し
て
き
た
が
現
在
は

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

３
年
間
の
猶
予
期
間
に

学
術
機
関
、
博
物
館
、
大

学
な
ど
を
相
手
方
と
し
て

交
渉
に
全
力
を
挙
げ
て
き

た
。熱

心
に
検
討
頂
い
た
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
最
終
的

に
要
件
に
合
う
有
効
な
打

開
策
を
見
い
だ
す
に
至
っ

て
い
な
い
。

市
と
し
て
一
つ
の
区
切

り
と
す
る
意
向
を
示
し
、

所
有
者
の
山
口
氏
と
相
談

し
な
が
ら
側
面
的
に
支
援

し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
市
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
研
究
体
制
の
整

っ
た
機
関
で
学
術
的
に
深

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
、
活
用
は

難
し
い
。

問

資
料
の
も
つ
学
術
的

意
義
を
市
と
し
て
も
再
検

討
す
べ
き
だ
。
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関 徹
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

２
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
太
一
議
員
は
、
①
ア
マ
ゾ
ン
民
俗
資

料
の
今
後
の
活
用
問
題
、
②
ご
み
最
終
処
分
場
の
候
補

地
問
題
に
つ
い
て
、
市
当
局
を
質
し
ま
し
た
。

暮
ら
し
を
暖
め
る
予
算
補
正
を

リ
ア
供
給
シ
ス
テ
ム
構
築
支
援
。

○
山
形
市
に
県
内
で
始
め
て
開
設
さ
れ

る
自
立
援
助
ホ
ー
ム
（
家
庭
を
出
て
働

か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
原
則
と
し
て

歳
か
ら

歳
ま
で
の
青
少
年
達
の
暮

15

20

ら
し
の
場
）
に
支
援
。
ど
の
地
域
に
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

補
正
額

億
１
５
０
０
万
円
、「
『
や

71

ま
が
た
創
生
』
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に

喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
る
予
算
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、

日(

水)

開
会
す
る

14

議
会
で
、
問
題
点
は
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
を
図
り
つ
つ
、
住
民
の
利
益
に
な
る

も
の
は
前
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

県
議
会
９
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
る

２
０
１
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

概
要
が
８
日(

木)

内
示
さ
れ
ま
し
た
。

○
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
メ
タ
ボ

ロ
ー
ム
研
究
連
携
拠
点
が
鶴
岡
市
に
設

置
さ
れ
た
こ
と
で
お
こ
な
わ
れ
る
が
ん

の
診
断
薬
等
の
研
究
・
開
発
推
進
を
支

援
す
る
事
業
。
５
年
間
に

億
円
を
県

12

と
鶴
岡
市
で
支
援
、
２
分
の
１
が
国
の

交
付
金
、
残
り
も
国
に
よ
っ
て
措
置
と

さ
れ
て
い
る
が
不
明
確
。

○
看
護
師
修
学
貸
付
資
金
貸
付
枠
が
60

人
か
ら

人
に
拡
大
。

80

○
温
泉
熱
を
利
用
し
て
旅
館
等
に
集
中

給
湯
を
お
こ
な
う
湯
野
浜
温
泉
で
の
エ

ア
マ
ゾ
ン
資
料
、
市
が
活
用
を

最
終
処
分
場
、
他
候
補
地
も
検
討
を

問

ご
み
の
最
終
処
分
場

建
設
は
、
予
定
候
補
地
と

な
っ
て
い
る
大
荒
地
区
の

住
民
が
反
対
し
て
い
る
。

住
民
合
意
が
得
ら
れ
な

い
以
上
、
別
の
候
補
地
も

検
討
に
入
る
べ
き
だ
。

市
民
部
長

大
荒
地
区
が

最
良
と
考
え
て
お
り
、
地

元
の
理
解
を
得
る
た
め

に
、
現
在
稼
働
し
て
い
る

ご
み
焼
却
施
設
と
最
終
処

分
場
の
施
設
見
学
会
を
実

施
し
た
。

地
区
住
民
と
の
話
し
合

い
の
機
会
を
設
け
、
安
全

安
心
な
施
設
で
あ
る
こ
と

を
丁
寧
に
説
明
し
な
が

ら
、
今
年
度
中
に
測
量
調

査
、
地
質
調
査
、
生
活
環

境
影
響
調
査
、
施
設
整
備

基
本
設
計
等
の
事
業
に
着

手
し
た
い
。

問

大
荒
自
治
会
で
は
、

今
年
３
月
の
総
会
で
「
地

元
住
民
の
意
見
が
ま
と
ま

ら
ず
取
り
上
げ
る
こ
と
が

出
来
な
い
」
と
報
告
さ
れ

了
承
さ
れ
て
い
る
。

地
元
合
意
は
無
理
で
は

な
い
か
。

市
民
部
長

市
と
し
て

は
、
自
治
会
と
し
て
最
終

処
分
場
の
建
設
に
対
し
て

賛
成
、
反
対
の
結
論
を
出

し
た
も
の
で
は
な
く
、
住

民
の
意
見
が
ま
と
ま
ら
な

い
た
め
自
治
会
と
し
て
協

議
題
と
し
て
取
り
上
げ
る

段
階
に
は
な
い
と
の
結
論

と
理
解
し
て
い
る
。

問

地
元
自
治
会
が
ま
と

め
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
、

他
の
候
補
地
８
カ
所
に
つ

い
て
も
建
設
候
補
地
と
し

て
再
検
討
す
べ
き
だ
。

「
民
商
を
一
層
大
き
く

す
る
た
め
に
、
民
商
を
語

ろ
う
。
大
い
に
語
り
飲
み

ま
し
ょ
う
」
と
、
鶴
岡
民

主
商
工
会
（
菅
原
健
一
会

長
）
の
「
秋
の
ミ
ニ
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
３
日
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

関
県
議
、
党
市
議
団
の

メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
、
会

員
の
方
々
と
商
売
や
景

気
、
地
域
状
況
な
ど
語
り

合
い
な
が
ら
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。



鶴
岡
市
の
平
成

年
度

27

決
算
は
、
統
計
上
比
較
可

能
な
「
普
通
会
計
」
（
公

営
事
業
会
計
を
除
き
、
各

会
計
間
の
重
複
部
分
を
控

除
）
で
み
る
と
、
歳
入
総

額
が
７
０
５
億
３
３
３
７

万
円
、
歳
出
総
額
が
６
５

８
億
３
１
４
１
万
円
で
、

前
年
度
と
の
比
較
で
は
歳

入
が
１
億
５
７
９
０
万
円

の
減
、
歳
出
が
７
億
６
５

１
６
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

実
質
収
支
は

億
１
３

46

７
７
万
円
の
黒
字
で
、
こ

れ
か
ら
前
年
度
の
実
質
収

支
を
差
し
引
い
た
単
年
度

収
支
は
７
億
０
７
２
２
万

円
の
黒
字
、
こ
れ
に
財
政

調
整
基
金
の
積
立
金
２
４

５
２
万
円
や
市
債
の
繰
上

償
還
金
９
億
４
１
１
０
万

円
を
加
え
た
実
質
単
年
度

収
支
は

億
７
２
８
４
万

16

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。前

年
度
の
実
質
単
年
度

収
支

億
２
２
７
５
万
円

10

か
ら
６
億
５
０
０
９
万
円

増
え
、
黒
字
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

地
価
下
落
の
影
響
で
市

税
収
入
減
少

歳
入
で
市
税
は
３
億
４

７
８
９
万
円
（
２
・
４
％
）

減
少
し
１
４
３
億
０
３
６

４
万
円
で
す
。

う
ち
個
人
市
民
税
は
２

０
２
３
万
円
（
０
・
４
％
）

の
増
で

億
６
１
９
７
万

49

円
、
法
人
市
民
税
は
４
４

４
４
万
円
（
４
・
４
％
）

の
増
で

億
５
１
０
９
万

10

円
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
固
定
資
産
税
は

評
価
替
え
に
よ
る
地
価
下

落
の
影
響
な
ど
か
ら
、
３

億
６
７
９
７
万
円
（
５
・

６
％
）
減
の

億
８
３
７

61

５
万
円
、
都
市
計
画
税
も

２
２
１
９
万
円
（
２
・
７

％
）
減
の
７
億
９
５
１
８

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

法
人
市
民
税
は
平
成
26

年

月
１
日
か
ら
法
人
税

10
割
が

・
７
％
か
ら

・

14

12

１
％
に
引
き
下
げ
、
そ
の

分
が

年
度
に
創
設
さ
れ

26

た
国
税
の
地
方
法
人
税
と

な
り
、
地
方
交
付
税
の
原

資
に
な
り
ま
し
た
。

法
人
税
割
が
引
き
下
が

っ
て
も
税
収
が
伸
び
、
企

業
業
績
の
若
干
の
回
復
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
３
億
３

４
５
５
万
円
（
１
・
４
％
）

減
の
２
３
１
億
３
８
０
２

万
円
で
、
減
少
の
要
因
は

地
方
消
費
税
交
付
金
が
９

億
６
０
８
５
万
円
（

・
63

１
％
）
増
の

億
８
３
４

24

１
万
円
と
大
幅
増
に
な
っ

た
こ
と
等
に
よ
り
ま
す
。

地
方
債
残
高

億
円

23

減
少財

政
指
標
の
数
値
で

は
、
余
裕
資
金
な
ど
弾
力

性
を
示
す
経
常
収
支
比
率

が

・
３
％
か
ら

・
７

90

89

％
に
改
善
さ
れ
て
い
ま

す
。

借
金
の
残
高
で
あ
る
地

方
債
現
在
高
は

億
３
１

23

０
万
円
減
少
し
７
３
１
億

４
２
０
５
万
円
と
な
り
、

繰
上
償
還
が
反
映
し
て
い

ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
は
前

年
度
同
様
の
５
・
８
％
、

将
来
負
担
比
率
は

・
３

65

％
か
ら

・
５
％
に
改
善

61

し
て
い
ま
す
。

積
立
金
は
１
５
６
億
６

４
６
７
万
円
と
な
り
、
合

併
時
の
約

億
円
か
ら
３

50

・

倍
に
膨
ら
ん
で
い
ま

12
す
。う

ち
財
政
調
整
基
金
50

億
１
０
１
７
万
円
、
減
債

基
金

億
４
２
１
０
万

34

円
、
公
共
施
設
整
備
基
金

億
１
８
０
５
万
円
な
ど

10と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
力
は
類
似
団
体
で

最
下
位
水
準

年
度
決
算
は
「
良
好

27
な
状
況
」
（
市
長
説
明
）

と
述
べ
る
一
方
で
、
財
政

力
指
数
（
３
カ
年
平
均
）

は
０
・
４
１
７
で
０
・
０

０
１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て

い
ま
す
。

鶴
岡
市
は
類
似
団
体

（
Ⅲ
・
Ⅰ
）

自
治
体
の

87

う
ち

番
目
と
最
下
位
水

86

準
で
、
市
民
税
や
固
定
資

産
税
の
水
準
の
低
さ
な
ど

か
ら
地
域
経
済
と
市
民
生

活
の
貧
し
さ
が
表
れ
て
い

ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
し

積
立
金
増
や
す

行
財
政
改
革
は
旧
町
村

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
削
減

や
廃
止
、
保
育
園
や
給
食

の
民
営
化
な
ど
で
職
員
の

削
減
を
進
め
、
市
の
内
部

留
保
で
あ
る
積
立
金
を
増

や
し
て
き
ま
し
た
。

市
職
員
数
は
病
院
を
除

き
、
合
併
時
の
１
６
４
７

人
か
ら

年
当
初
の
１
２

28

９
７
人
へ
３
５
０
人
も
減

少
し
、
旧
町
村
の
人
口
減

少
と
衰
退
に
影
響
を
与
え

て
き
ま
し
た
。

鶴
岡
市
政
は
、
自
治
体

リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
貧
困
の

連
鎖
か
ら
、
い
か
に
脱
却

す
る
か
が
大
き
な
課
題
で

す
。

水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月12日入札分

・堅苔沢地内径150粍配水管他移設工事（堅苔沢地内）（入札4業者うち1
業者辞退）
松田工業(株) 2,880,000円（3,460,000円）工期～12/14（落札率83.2％）

9月8日入札分
・温海地域遠方監視システム中央監視制御設備更新及び監視機能増強工
事（湯温海地内他）（随意契約1業者）
(株)日立製作所東北支社 91,500,000円（91,690,000円）

工期～29/3/23（落札率99.8％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
9月9日入札分

・市立鶴岡第三中学校改築工事監理業務委託（随意契約1業者）
ﾌﾞﾚﾝｽﾀｯﾌ・ｱｯｸｽ設計共同企業体 39,500,000円（40,298,000円）

期間～30/3/30（落札率98.0％）
9月8日入札分

・田川コミュニティセンター改修工事実施設計業務委託（入札15業者うち1業者
無効）
HARADA・ARCHITECTUREGROUP(株) 7,700,000円（10,459,000円）

期間～12/15（落札率73.6％）

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月8日入札分

・市道上藤島中央線表層改良工事（藤島地内）（入札5業者）
森建設工業(株) 2,100,000円（2,353,000円）工期～10/31（落札率89.2％）

藤島庁舎入札結果（ ）内は予定価格
9月8日入札分

・市藤島地区地域活動センターリニューアル電気設備工事（入札12業者）
配工電気(株) 27,500,000円（28,970,000円）工期～29/1/13（落札率94.9％）
・市藤島地区地域活動センターリニューアル工事（入札4業者うち1業者無効）
(有)堀口建築 21,600,000円（22,270,000円）工期～29/1/13（落札率97.0％）

鶴岡市　平成27年度決算状況　（千円、％）

平成27年度 平成26年度 増　　減

普通会計 歳入総額 70,533,373 70,691,275 ▲157,902 ▲0.2%

普通会計 歳出総額 65,831,411 66,596,571 ▲765,160 ▲1.1%

実質収支 4,613,774 3,906,551 707,223 18.1%

実質単年度収支 1,672,849 1,022,759 650,090 63.6%

市税 14,303,643 14,651,534 ▲347,891 ▲2.4%

　個人市民税 4,961,975 4,941,738 20,237 0.4%

　法人市民税 1,051,093 1,006,648 44,445 4.4%

　固定資産税 6,183,756 6,551,733 ▲367,977 ▲5.6%

　都市計画税 795,181 817,375 ▲22,194 ▲2.7%

地方消費税交付金 2,483,416 1,522,557 960,859 63.1%

地方交付税 23,138,022 23,472,578 ▲334,556 ▲1.4%

地方債現在高 73,142,056 75,515,165 ▲2,373,109 ▲3.1%

積立金現在高 15,664,672 14,996,195 668,477 4.5%

経常収支比率 89.7 90.3 ▲0.6

実質公債費比率 8.5 8.5 0.0

将来負担比率 61.5 65.3 ▲3.8

財政力指数(3カ年平均) 0.417 0.418 ▲0.001
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